
COINSは「体内病院」を実現しスマートライフケア社会を⽬指す
「スマートライフケア社会への変⾰を先導するものづくりオープンイノベーション拠点（COINS）」

プロジェクトリーダー：川崎市産業振興財団 プロジェクト統括 木村廣道

研究リーダー：川崎市産業振興財団 研究統括 片岡一則

体内を⾃律巡回し、疾患の予兆を察知して、処置を⾏うス
マートナノマシンが究極の先制医療「体内病院」を実現し
ます。

COINSは「体内病院」の実現により、⼈々が⼿間、コス
ト、アクセスを意識することなく病気から開放され、⽇常
⽣活の中で⾃律的に健康を⼿にすることができる「スマー
トライフケア社会」を⽬指します。全ての医療機能を持つスマートナノ

マシンによる「体内病院」の実現

⼼も体も意識せず健康でいられる
スマートライフケア社会

公益財団法⼈川崎市産業振興財団【中核拠点】
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特定細胞を
撃つ 難治がんを標的化し駆逐できるナノマシン

体内のバリアを
越える

負担をかけずに
治す

体内微⼩環境を
診る

⽼化・外敵から
防ぐ

脳神経系疾患の⾰新的治療技術

運動感覚器機能を維持・再⽣するナノ再建術

採⾎不要の在宅がん診断システム

超低侵襲治療を実現する医薬–機器融合デバイス

研究開発テーマ

社会実装に向けた社会システム構築

スマートライフケア社会

今年4⽉にCOINSの中核拠点となる「ナノ医療イノベー
ションセンター（iCONM）」が稼働しました。iCONMの
オープンイノベーション体制を活かし社会実装に向けた研
究開発を加速します。

有機合成・微細加⼯から前臨床
試験までの実験設備を完備
オープンイノベーションによる
発想の具現化と製品化のための
プラットフォーム
マグネットエリア（コミュニ
ケーションスペース）の充実

⽻⽥空港

川崎市

東京都

多
摩
川キングスカイフロント

殿町国際戦略拠点「キング
スカイフロント」に⽴地

iCONM
キングスカイフロントの利
点（左下）と⽻⽥空港近接
の地の利を活かし、世界で
最もイノベーティブな拠点
を⽬指す。

アンダーザワンルーフでの研究体制

King SkyFront

Kawasaki 
INovation
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今後成⻑が⾒込まれ世界が直⾯している課題解決に貢献するライフ
サイエンス・環境分野の研究開発拠点。イノベーティブな産学官プ
レーヤーが⼊っており、地域発R&D・実証拠点形成が進んでいます。

体内病院



マイクロRNA診断デバイスの開発

新しいバイオマーカー

バイオデバイス技術による分泌型miRNAがん診断プラットフォーム

集積化デバイス技術

分泌型マイクロRNA診断技術 各種がんのマーカー候補 miRNA

その他、リンパ液、汗、脳脊髄液、涙液、母乳、
羊水等にもmiRNAは存在する

Ochiya. T., et al., Cancer Science, 2010
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従来の医療システム

速やかで
確実な

社会復帰

体
内
病
院

健康と病気の間は？

治療

診断

早期診断

予後診断

早期診断による先制医療で疾患を未然
に防ぎ，治療効果を判定する予後診断
により高いQOLを実現

病院に依存過多の
医療・看護からの脱却

•健康寿命延伸

•医療費の削減

•生産性の向上

本格的な医療・診断
をどこでも享受可能に

先端テクノロジーで高品質な診断を病院から自宅に

体内病院・どこでも診断によるスマートライフケア社会の実現

どこでも誰でも使える
高い信頼性の診断機器で
「みまもりヘルスケア」


